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（毎月2回  1日‘ 15日発行） 市の人口 総数52,262人（男25,243・女27,019）世帯数 14,721 ( 9 月30日現在） 

しかわら 

市 民 憲 章 町」和59年 10月 1日制定」 

〇心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑥刈ヒを尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

わた、L たちの先人は、不挑不屈の五所川原
魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り
開き，今F'の活力に満ちた五所川原市を築き 

I・げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承 L 、広
い視野に立って西北津軽の人々と協調 
L ，郷土の限りない発展を願って、こ
こに市民憲章を定めます。 5 
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1o1 

、
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

，
 

飲
酒

・
暴
走
運
転
追

放
市

民
総
決

起
大
会
が

九
月

二
十
日
、

市
役
所
前
お
祭

り
広
場
に
交

通
安
全

協
会

や
交
通

安
全
母
の
会
な
ど

か
ら
約
五

百
人
参
加

し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会

で
は
、
成
田
不

二
雄
市
収
入

役
が
あ
い

さ

つ
し
、
地
代
所
定
蔵
五
所

川
原
警

察
署
長
が

交
通
事

故
現
況
報
告
を
、

ま
た
寺
田

市
議
長

と
櫛
引
・
成
田

両
県
議
が

そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
を

述

べ
ま
し
た
。

そ

し
て
、
参
加
者
を
代
表

し
て
交

通
安
全
母
の
会
連
合

会
野
里
支
部
長

の
白
戸
静
江

さ
ん
が

大
会
宣
言
を

読

み
上
げ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、

参
加
者
全

員
が
繁
華
街
を
パ
レ
ー
ド
し
、
 

道
行

く
人

々
に
飲
酒

‘
暴
走
運
転
追
放
を

訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
市
営
毘
沙

門
牧
場
の

二
頭
の
牛
も
特

別
参
加
。
 
「
モ
ー
交
通
事
故
は
ご

め

ん
で
す
」
と
染

め
抜
い

た
シ

ー
ト
を
着

て
安
全

運
動

に

一
役
買
っ

て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
朝
野
球

協
会

（中

井
達
郎
会
長

）
で
は
、

ア
フ
リ

カ
の
難

民
を
救

お
う
ー

と
 
「ア

フ
リ
カ
に
緑
を
 

愛
の
一
球
」
 

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ

ー
ズ

に
、
参

加
五
十

九
チ
ー
ム

の
ナ
イ
ン

ー
 

人
ひ
と
り
が

本
年
四
月
開
幕
以

来
、
開
会
式
や
役
員
会
、

総
会

な
ど

の
際
に
百
円
を
寄
付
。
 

九
月
十
九

日
に
五

松
苑

で
行

わ
れ
た
朝
野
球
大
会

閉
会
式
で

中
井
会

長
が
東
奥
日
報
社
の
岡

部
健
哉
五
所
川
原
支

局
長

に
こ

の
募
金

（
約
十
一
万
円
）
の

目

録
を
手
渡
し
、
難
民
救
済
を
託

し
ま
し
た
っ
 

中
井
会

長
は
、
 
「
ア
フ
リ

カ

難
民
の
救
済
に
少
し
で

も
お
役

に
立
て
れ
ば
 

と
始
め
た
。
 

参
加
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
が
積
極

的
に
協
カ
し
て

く
れ
、

大
変
う

れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
」
 
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

「
坂
田
二
郎
氏
ゴ
 

F
時
局
講
演
会
L
 

国
連
協
会

五
所
川
原
支

部

（
 

増
田
桓

一
支
部
長

）
主
催
の
時

局
講
演
会
が

九
月
二
十

六
日
、
 

市
中
央
公

民
館
で

約
四
百
人
が

出
席

し
て
開

か
れ
ま
し

た
。
 

講
演
会

の
テ
ー
マ
は
 
コ
ー
つ

の
四
十
年
 
国
連
創
設

と
第

二
次
大
戦
終
結
」
。
坂
田

氏
は
、
 

「
今
年
は
、
国
連
四
十
周
年
に

も
あ
た
り
国
連
を
見

直
す
良
い

チ
ャ

ン
ス
だ
。
 ま
た
日
本

は
、
 

米
、

ソ
の
大
国
と
は
違

う
ミ
ド

ル
パ
ワ
ー
の
国
。
国
連

の
中
で

は
今
後
、

ど
ち
ら
の
陣

営
に

も

属
さ
ず
、

国
際

的
な
問

題
が

生

じ
た
際

に
、
そ
の
仲
介

役
と
し

て
の
役
割
を
果

た
し

て
い
く
べ

き
だ
」
と
語

り
、
出
席
者

は
同

氏
の
熱
弁
に
じ
っ

と
聞
き
人
っ

て
い
ま
し
た
。
 

目録を渡される中井会長右 



彩寓班 

文化褒賞は、 

中村、野呂の各氏 

戸
 

昭
和
六
十
年
度
の
市
褒
賞
、

文
化
褒
賞
の
表
彰
式
を
十
月
一

日
、
市
働
く
婦
人
の
家
で
行
い
、
小
野
豊
四
郎
さ
ん
ら
七
氏
に

市
褒
賞
を
、
中
村
正
治
さ
ん
ら
二
氏
に
文
化
褒
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
受
賞
者
の
夫
人
に
は
、
内
助
功
労
章
を
贈
り
ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
森
田
市
長
、
受
賞
者
、
来
賓
な
ど
約
八
十
人
が

出
席
。
君
が
代
斉
唱
の
後
、
森
田
市
長
が
受
賞
者
と
夫
人

一
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
と
褒
章
を
贈
り
、
 
「受
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
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さ
れ
ま
し
た
。
 
 

一
一
《
「
 

t
 

地
域
経
済
振
興
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
さ
れ
る
と
 

日
韓
親
善

友
好
に

貢
献
 

一
，
 
大

西
世
鏑
授
5
5
 

 

と
も
に
、
日
韓
両
国
の
相
互

理
解
と
親
善
友
好
に
貢
献
 

内
助
功
労
章
 
貴
 
子
さ

ん
  

．
「

・
「
ノ
 

、
 
ー
‘
 

は
や
く
か
ら
学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
  

，
月
国
《
一
 

L
 

k
、
 I
ILH］郵
也
  

【
《
 

』）
だ・

 

"
I
i
 H月
 
り

夷
王
「

5
、
 
 

ー

、
，
、
，
 

に
尽
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
森
県
歯
科
医
師
会
北
五
支
 

自
ピー
 
・
一
一
一
喝
 
一
 
L
コ
】《
」
、
 、9
ノ
 

部
会
長
と
し
て
地
域
医
療
確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

地
域
医

療
確
立
に

貢
献
 

‘
 
 

内
助
功
労
章
 
伶
 
子
さ
ん
 

詳
〈
に
序
声
マ
」
。
二！
‘
 

永
年
に
わ
た
り
医
療
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
救
急
  

、
！
 

ザ
 

r
ー
 

一
ッ
谷
一
六
〇
番
地
  

」
警

‘、
，
 

医
療
確
立
の
た
め
尽
さ
れ
た
ほ
か
医
療
奉
仕
活
動
を
通
 

地
域
医

療
確
立
に
貢
献
 

じ
地
域
医
療
確
立
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
 
 

，
 
中
 

村
 
登
喜

雄
氏

（6
1
 

 

内
助
功
労
章
 
恵
美

子
さ
ん
  

、
、
 

，
 
木
 

下
 

知
氏

（6
6)
 

 

》
ー

一
 
、
ュ
 

発
揮
さ
れ
事
業
の
経
営
に
あ
た
り
地
域
経
済
の
振
興
発
  

h
 
て
 
、

‘
『
J

ー
 

w
森
市
大
字
横
内
字
八
重
菊

一
番
地
  

，
 

《
！

．
 

ュ“
 

卓
越
し
た
五
所
川
原
経
済
人
と
し
て
、
経
営
手
腕
を
 

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

地
域
経
済

の
振
興
発

展
に
貢
献
 

内
助
功
労
章
 
ミ

サ
オ
さ
ん
  

(
 



感
謝

状
を

贈
呈
 

市
で
は
、
近
年
市
教
育
振
興

会
や
市
体
育
協
会
、
市
立
図
書

館
な
ど
に
多
額
の
寄
付
な
ど
を
 

多
額
寄
付
者
な
ど
 

さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
感
謝
状
 

を
贈
り
ま
し
た
。
 

十
月
一
日
に
市
保
健
セ
ン
タ
 

（敬
称
略
）
 

ー
で
行
っ
た
贈
呈
式
に
は
、
森

田
市
長
と
受
彰
者
な
ど
約
四
十

人
が
出
席
。
森
田
市
長
が
受
彰

者

一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
 

受
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

③ 昭和60年（1985年）10月15日 
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隠口罵目 市褒賞 
文化褒賞 

市褒賞に小野、太田、福田、木下、 

中村、津嶋、大西の各氏。 

市褒賞・文化褒賞表彰式で式辞を述ぺる森田市長 

,
 

は
今
後
と
も
ご
健
康
に
過
ご
さ
れ
、
市
勢
発
展
の
た
め
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
引
き

続
き
寺
田
市
議
会
議
長
、
村
上
純
一
市
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
会

長
が
祝
辞
を
、
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
野
豊
四
郎
さ
ん
が
、
 

「本
日
の
受
賞
を
心
の
糧
と
し
て
、
今
後
と
も
市
勢

発
展
の
た

め
に
努
力
し
た
い
」
 
と
お
礼の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

以
下
、
各
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
 

文 	化 	褒 賞 

麟
 
レ
”
 
、
 
mに
 
‘
 

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
副
会
長
と
し
て
子
ど
も
会
の
  

》
が
，
書
・
、1、
 

【
 

育
成
に
精
励
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
  

ー
 

，
 
教
育

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

、
p

I

，
 
野
呂

甚

助
廷
7
8
 

 

青
少
任
ー切
健
全

有
成
に

「
貝
献
 

内
助
功
労
章
 
チ
 

マ
さ
ん
 

臣m」
ン
事
り
撫讐
？
 
g
』
 

J
 
 

一
」
構
「
 
二
 

プ
 
っ

て
数
多
く
の
作
品
を
世
に
残
さ
れ
る
と
と
も
に
、
後

い
誓
熱
一
・
「
》
（.，
 

『
‘
）
 
は
や

く
か
ら
名
工
の
誉
高
く
、
卓
越
し
た
技
術
に
よ
  

』
撃
プ。
．
 》
“
 
!‘
 
、
い二

 

敷
島
町
五

一
番
地
 

ミ
l
f
 

・
」
一

」
 

中
 
村
 
正
 
治
氏

（8
0
 

 

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

工
芸

技
術

の
伝
承
に

貢
献
  

（
『
 

進
の
指
導
に
精
励
し
て
日
本
古
来
の
工
芸
技
術
の
伝
承
  

’ ． 

人・‘団 

, 

‘感謝状の受彰者 

◇市教育振興会に寄付 

飯塚俊雄（飯詰）、菊地キョ（中平井町）、川村恒儀 

（末広町）、中村伸太郎（川端町）、平山栄一（旭町）、 

成田弘三（元町）、佐々木勝造（柏原町）、近藤徹（ 

雛田）、秋田徳（敷島町）、増田桓 （新町）、五所川

原ライオンズクラブ、原芳江（松島町）、佐々木啓二 

（松島町）、高橋良治（みどり町）、青森ファッショ

ン翻（川山）、吉岡キヌ（雄田） 

◇市体育協会に寄付 

五所川原柔道会、成田弘三（元町）、増田桓一（新町）、 

佐々木啓二（松島町） 

◇図書館へ図書寄贈 

飛島のぶ（前田野目）、五所川原ライオンズクラブ、 

原芳江（松島町）、辻馨（本町） 

◇交通遺児育英資金として寄付 五所川原青年会議所

◇トド松一千本寄贈 糊美秀園（広田） 

◇防犯灯十基と電磁調理器寄贈 東北電力閥五所川原

営業所 

◇五所川原第四中学校屋内相撲場寄贈 江良力（毘沙門） 
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／
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噌
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／
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「市民憩いの森」の案内図 

／
×

‘
 

、勃
一
 ノ

 
w
 

m
 
m
 ュ

 

』

” 万
ト
、
 

森
『
 

の
「
 

市
で
は
国
有
林
野
を
活

用
し

た
「
市
民
憩
い
の
森
」
の
整
備

を
計
画
し
、
そ
の
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
九
月
二
十
八
日
、
 

金
木
営
林
署
、
農
業
青
年
会
議
、
 
 

部
分
林
組
合
な
と
の
協
力
を
得

て
記
念
植
樹
を
行
い
、
そ
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
 

こ
の
計
画
は
、
今
年
を
初
年

度
に
六
ト
九
年
度
ま
で
の
十
カ
 
 

年
で
、
四
十
お
を
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
整
備

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
 

今
年
か
ら
六
十
九
年
ま
で
は

植
栽
、
保
育
管
理
、
ま
た
計
画

を
前

・
後
期
に
分
け
、
前
期
は

六
十
三
年
か
ら
二
年
間
、
遊
歩

道
、
休
屋
、
水
飲
場
、
ト
イ
レ

な
ど
の
施
設
整
備
。
後
期
の
六
 

十
八
年
か
ら
は
憩
の
場
の
全
体

的
な
整
備
を
行
う
予
定
。
最
終

的
に
は
杉
の
苗
を
十
二
万
本
植

栽
す
る
計
画
で
す
が
、
全
体
の

事
業
費
は
約
五
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
「
市
民
憩
い
の
森
」
は
、
 

飯
詰
山
国
有
林
地
内
で
市
の
中

心
部
か
ら
北
東

へ
約
十
五
キ
ロ
。
 

付
近
に
は
「
味
噌
ケ
沢
野
鳥
の

村
」
な
ど
が
あ
り
、
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
は

絶
好
の
場
所
と

い
え
ま
す
。
 

記
念
植
樹
を
し
た
こ
の
日
は
、
 

吉
岡
市
助
役
を
は
じ
め
約
六
十

人
が
参
加
。
吉
岡
助
役
と
武
田

一
男
金
木
営
林
署
次
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
早
速
植
栽

に
入
り
ま
し
た
。
杉
の
苗
は
、
 

三
年
も
の
で
高
さ
が
約
四
十
些
。
 
 参

加
者
達
は
、
三
人

一
組
で
、
 

「市
民
憩
い
の
森
」
の
十
年
後

の
完
成
を
目
ざ
し
て
、
 一
給
に

約
三
千
本
の
杉
を
植
樹
。
今
年

の
植
栽
計
画
は
二
・
五
給
で
、
 

残
り
の

一
・
五
紛
は
、
今
年
中

に
部
分
林
組
合
の
人
達
が
約
四

千
本
植
樹
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

今
年
は
国
際
森
林
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
こ
の

機
会
に
多
く
の
市
民
の
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

教
育
振
興
会
に
 

2
0万
円
寄
付
 

津
軽
鉄
道
囲
代
表
取
締
役
会

長
の
佐
々
木
啓
二
氏
は
九
月
一
一

十
八
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
助

五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
に
一
一

十
万
円
を
寄
付
、
森
田
市
長
に

そ
の
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
氏
か
ら
の
寄
付
は
、
 

今
回
で
連
続
八
回
目
と
な
り
、
 

関
係
者
か
ら
非
常
に
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。
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」
議
良憩
い
の森
」
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
 

●
 

●
 

鵬
 

競
？
 

飯
詰
山
国
有
林
野
を
活
用
 

●
 

．
 

●
 
雄
 

』
 

●
 

畢
 
，
 

幸
 
奪
 
●
 
●
 
奉
 

零
 

（
 
鼻
 

奉
 
●
 

●
 

電
 
●
 

奉
 
毒
 

昭和60年（1985年）10月15日 

、”曽で 

舞護観 
，に自む 

「市民憩いの森」に記念植樹をする参加者達 

目録を渡される佐々木さん（左） 

r 
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,
 

め
で
た
く
結
婚
五
十
年
を
迎

え
ら
れ
た
長
寿
ご
夫
婦
を
心
か

ら
お
祝
い
す
る
た
め
十
月
四
日
、
 

市
中
央
公
民
館
で
合
同
金
婚
式

を
行
い
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
森
田
市
長
と
市
内

の
六
十
五
組

の
ご
夫
婦
、
来
賓

な
ど
合
わ
せ
て
約
百
五
十
人
が

出
席
o
森
田
市
長
が
「
み
な
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
新
た
な
夫
婦
愛
を
育

ま
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
を
夫

婦
の
鑑
、
市
民
の
模
範
と
し
て
 

ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
席
を
回
っ

て
顕
彰

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
平
山
誠
敏
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
、
葛
西
専
造
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
、

そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
金
山
の
岩
崎
冨
雄

さ
ん
7
4が
「

こ
れ
か
ら
も
夫
婦

仲
良
く
、
楽
し
い
人
生
を
送
り

た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
0
 

ま
た
、
東
町
の
川
口
亀
十
郎

さ
ん
冗
が
「
結
婚
五
十
年
の
あ
 

ゆ
み
」
と
題
し

て
、
こ
れ
ま
で

の
結
婚
生
活
に
対
す
る
感
想
を

述
べ
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
出
席
者
達
は
、
昼

食
を
と
り
な
が
ら
ア
ト
ラ
ク
、
ン

ョ
ン
を
楽
し
み
、
憩
い
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
 

川
口
亀
十
郎

・
カ
ョ
ー
東
町

木
村
友

一
・
と
よ
ー
東
町

小
田
桐
惣
次
郎
・
ッ
セ
・
田
町

増
田
又
太
郎

・
チ
ヤ
廿
田
町

黒
瀧
武
一

・
ち
よ
ー

I町
 

老
人
福
祉
に
役
立
て
て
と
 

2
0万
円
寄
付
 

長
尾
竹
太
郎

・
あ
い
ー
幾
島
町

菊
地
長
次
郎

‘
よ
乗
ー
敷
島
町

佐
々
木
武
雄
・
キ

ヌ
ー
岩
木
町

白
戸
又
五
郎
・
あ
ね
ー
錦
町

小
田
桐
喜
代
太
郎
・
シ
サ
廿
元
町

佐
藤
喜
丈
 
ヒ
サ
1
元
町

境
健
三
郎
 

ミ
サ
ー
柏
原
町

三
上
儀
見
 
キ
ヌ
ー
 
田

三
浦
義
雄
 
り
栗
廿
鎌
谷
町

白
戸
英
蔵
 
す
め
ー
ー

ッ
谷

新
岡
正
雄
 
ち
豆
ー
上
平
井
町

福
岡
毒

一
 
き
さ
ー
中
平
井
町

笹
森
善
太
郎
・
キ
ク
ェ
廿
鎌
谷
町

佐
々
木
金治
郎
・
あ
き
廿
長橋
橋
元

川
浪

一
雄
・
き
よ
ー
松
島

町

原
清
司

・
の
よ
ー
新
宮
岡
田

長
沢
正
十
郎

・
リ
ッ
ー
小
曲

岩
崎
冨
雄
・
み

つ
桑
ー
金
山

高
橋
竹

一
・
よ
し
み
ー
金
山

和
田
夏
男

・
ふ
よ
ー
吹
畑
 

柏
村
大
字
鷺
坂
の
小
田
川
一

氏
が
九
月
二
十
七
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
老
人
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
二
十
万
円
を
寄

付
、
森
田
市
長
に
そ
の
目
録
を

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

小
田
川
さ
ん
は
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
「
基
盤
確
立
基

金
づ
く
り
」
に
賛
同
、
寄
付
を

思
い
立
っ
た
も
の
。
 

市
で
は
、
小
田
川
氏

の
ご
意

志
に
そ
っ
て
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
善
意
銀
行
に
預
託
。
そ
れ

か
ら
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

払
い
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

小
野
専
太
郎

・
節
子
廿
一
野
坪

小
田
桐
源
太
郎

・
フ
ョ
ー
漆
川

太
田
春
吉

・
タ
ケ
ー
水
野
尾

成
田
勇
助
・
と
き

廿
唐
笠
柳

山
田
賓

・
よ
つ
ー
稲
実
 

一
戸
柾
次
郎

・
さ
だ
ー
稲
実

毛
内
認
次
郎
・
き
く
廿
広
田

佐
々
木
正
直

・
千
代
の
廿
七
ッ
館

天
内
秀
正

・
房
江
廿
湊
 

山
口
和
次
郎

・
イ
マ
廿
湊

川
口
金
四
郎

・
ァ
グ
リ
ー
梅
田

浅
利
正
三
・

ハ
ル
ー
梅
田

松
山
喜
代
太
郎

・
き
よ
廿
中
泉

神
政
男

・
ミ
セ
ー
中
泉
 

長
尾
賢
吉

・
ッ
ヤ
ー
野
里

石
岡
治
三
郎

・
つ
る
l
神
山

川
浪
勇
一

・
キ
ミ
ェ
ー
藻
川

高
橋
周
造
・
や
豆

廿
藻
川

木
村
松
太

郎
・
ち
よ
ー
高
瀬

津
田
弥
一
・
ク

リ
廿
鶴
ケ
岡
 

環
境
美
化
に
 

h
III入
れ
5
台
寄
付

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ

リ
ー
 

小
田
桐
智
良

・
ち
よ
ー
高
野

新
谷
志
郎

・
タ
ケ
ー
前
田
野
目

新
谷
勝
三
郎

・
キ
サ
廿
前
田
野
目

斎
藤
政
五
郎
・
タ
キ
廿
前
田
野
目

新
谷
多
八
郎
・
ミ
ェ
廿
前
田
野
目

小
笠
原
武
一
 
み
桑
廿
持
子
沢

斎
藤
喜
三
郎
 
キ
ェ
ー
持
子
沢

三
上
正
太
郎
 
シ
デ
ー
原
子

伊
藤
健
四
郎
 
ま
る
ー
原
子

奥
野
菖
十
郎
 
み
つ
え
1
1飯
詰

其
田

一
郎

・
タ
キ
ー
下
岩
崎

其
田
徳
之
進

・
タ
キ
ー
下
岩
崎

山
口
繁
雄

・
つ
や
ー
毘
沙
門

佐
藤
福
次
郎
・
イ
ョ
ー
毘
沙
門

上
見
善
作

・
か
よ
ー
毘
沙
門

太
田
元
四
郎
・
ス
ミ
廿
毘
沙
門

津
田
勝
頼

・
せ
つ
ー
毘
沙
門

北
川
成
四
郎

・
キ
ェ
ー
毘
沙
門

増
田
顕
・
か
よ
廿
長
富
 

原
田
敬
作

・
ミ
キ
ー
長
富
 

ク
ラ
ブ

（中
井
達
郎
会
長
）
で

は
九
月
二
十
六
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
環

境
美
化
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
セ
ン
タ
ー
パ
ッ
ク
（
ゴ
ミ
入

れ
）
五
台
を
寄
贈
、
長
沢
四
郎

副
会
長
が
森
田
市
長
に
そ
の
目

録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
、
五
年
前
に
創

立
以
来
、
環
境
美
化
運
動
を
重

点
的
に
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で

河
川
に
清
掃
を
呼
び
か
け
る
立

て
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
毎

年
活
発
な
活
動
を
続
け

て
き
て

い
ま
す
。
 

め
で
飽

ぐ
縮
網

6
0邸
  （・
け
『
軒
J
 

合
同

金
婚

式
 

森田市長から顕彰されるご夫婦達 

目録を渡される小田JIはん（左から 2人目 

 

 

目録を渡される長沢副会長（左） 

 



出稼ぎ者とその留守家族激励会 
二 It 白 戸H」甘，、 と J り IJ 、 二り指」、、・

励会片開’てま」 

>「 I 時 	10112511 	lか , 	'I- 後 1 
＞場所 巾民に叱会館

＞催し物 りノ寸与 Iにミ 

※りラ」り た会二】よ、出稼協

農協組含員が参加：、ま l 各

参、 参加中二込み 先青30 ノ、 

I 120 ~は さ（：市 1IiI「市民相談室

内線 281番）」、しうそり 

>E催 巾内農協響談会 

市出 稼 協 会 

J！後 U 与 

会員、市内 
F ！う持

締切 ijo 
廿352113 番 

図囲囲囲園 
レ日時 10月21日（月） 

午後 6時30分 

レ場所 市民文化会館 

レ演題 「まんがと人生」 

D講師 富永一朗氏（漫画家 

「チンコロ姐ちゃん」 や 

「ポンコツおやじ」 でおなし

みJ 
レ入場料 無料 

主催市教委、市連合PTA 

〔歴皮研修会；議？コ 
レ日時 10月20日（日）午前 8時（市役所前出発
時間厳守） 

D参加資格 会員ほか一般市民（性別等不問。中‘ 
高校生も歓迎。）（先着50人で締切） 

レ参加料 バス代として 大人 2,000円、中・高
校生 1,000円（当日持参可） 

レ研修コース 市役所一大石神社一白八幡宮一種
里城堆一関の板碑群ー深浦資料館ー弁天崎（昼
食）一円覚寺ー見人山観音（追人瀬）ー森田民
俗資料館一市役所前（午後 6時予定） 

ン申し込み方法 10月18日までに市中央公民館内
の事務局（a⑩6056番 原）へお申し込みくだ
さい。 

後援 市教育委員会 

「愛の献血」お願いします 

第35回東北電力 

図 圃 圏 園 囲 
レ日時 10月31日（利午後 6時 	 ）場 所 市民文化会館 

ン講師 木 元 教 子（放送キャスター） 	レ講 師 ドナルド・キニノ（コロンビア大学教授〕 

レ演題 「今、夫婦に何が問われているか」 	レ演 題 「世界の中の日本文化」 

ご多忙中のところ誠に恐縮でございますが近隣、友・知人お誘い合せの上ご出席下さいますようお願いいたします 

昭和60年（1985年）10月15日 	 広報こしょが‘わら 
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く  小児看護教室へどうぞ ） 

小児の救急看護について、実技をまじえて講演いたしますコ 

健康 
コーナー 

~ 

， 	後 

10 22
(1K) 

'f-!i 10時かり12時まご 

国鉄五所川原駅前 

'i 佐 1時30げ力 	4 時ま で

栄町 県合同庁舎前 

レ場 所 市保健センター 

レ受付時問 午後 1時～1時30分まで。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児は尿検 

査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに、尿を人 

れてお持ちにな J てください。 

レ注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小児が 

ん）の検査セットを配布します。 

＞お願い 病気療養中（特に伝染刊の病気）のお fさんはこ 

遠慮ください。 

「」 	齢 対 象 児 期 	l~ 内 	容 

3 	カ 	I」 	児 S 60年 7月生れ 11月12日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S 60年 4 月生れ 11月19日（大） 健康相談 

1 	歳 	児 S 59年10月生れ 「 11月25日（月） 健康相談 

1歳 6 力月児 S59年 5 月生れ 11月26日（大H 健康診査 

3 	歳 	児 S 57年 7月生れ 11月18日（月） 健康診査 

レテーマ

レ日 時 

子供の救急看護 

10月23III水〕 午前10時30分～12時 

市保健センター 

日本看護協会北五地区支部 

 

所
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場
 
主
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▽
売
払
物
件
 

ド
平
井
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二
番

一
一
 

土
地
 

二
〇
五
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七
可

▽
入
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日
時

・
場
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十

一
月
一
日
（
金
）
 
午
前
十

時
 
産
経
会
館

五
階
会
議
室

▽
入
札

保
証
金
 
入
札
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額
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百
分
の
五
以
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▽
現
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ト
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十
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（
金
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午
前

十
時
 
産

経
会
館
五
階
会

議

室
 

詳
し
く
は
、

東
北

財
務
局
青

森
財
務
事

務
所
管
財
第

二
課

（
 

。
〇
‘

七
七
 
（助
二
四
六
一
番
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国
有
地
を
売

り
ま
す

］
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（
一
般
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争
人

札
）
 
一
 

F
下
平
井
町
地
内
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市中央公民館では 「みんなの教室」 を開催して

いますが、その学習の成果を発表するため 「展示

発表会」を開催します。 

隣り近所おさそい合わせのうえ、多数おいでく

ださし・。 

レ期日 10月22日へ23日 

レ種目 洋裁、ちぎり絵、書道、生花、茶道、着

付、料理、コーヒー、日本舞踊、スポーツ 

~+ Z&t '( A. t7 1i1!1 
市内の小・中学校の生徒が日頃考えていること 

を発表し、親と子がお互いに理解を深めようとす 

るものです。 

レ日時 10月29日（火） 午後1時 

レ場所 市働く婦人の家 3階ホール 

主催 市教育委員会 

( 61年版県民手帳 ） 

デザインー新、便利で使いやすくなりました0 

レ発行時期 10月下旬（予定） 

レ頒布価格 I部 330円 

く  60年版県勢グラフ ） 

小・中・高校生の学習の一助にご利用ください。 

ン発行時期 発売中 ▽頒布価格 1部 350円

お申し込みは、市秘書企画課統計調査係（喫， 

2111番 内線 318・319番）へどうぞ。 

, 

4 
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緩紫,」国籍取 
Iー展示発表会 

ト みんなの教室 

  

  

  

昭和60年1月I日から国籍法が改正され一定の条件を備えている

外国人は、法務大臣へ届け出ることによって日本の国籍を取得する

ことができるようになりました。 

日本の国籍を取得できる場合はいくつかありますが、改正国籍法

施行前に日本人母から生まれた子の国籍取得の届出は、特に改正国

籍法の施行日から 3年以内（昭和62年末まで）に限ってすることがで

きますので、この届出をしようとする人は、早目に最寄りの法務局

に相談してください。 

その他詳しいことは、法務局五所川原支局、または市役所市民課

へお問い合わせください。 

条 	件 添 付 書 類 

1．昭和40年 1月1日から昭和59 (1）出生届の記載事項証明書、出 

年12月31日までに生まれたこ 生証明書、分娩の事実を記載 

と した母子健康手帳など。 

2．日本国民であったことがない (2）日本の国籍を取得しようとす 

こと る人の出生時から現在までの 

母の戸（除）籍謄本（母が死 

亡しているときは、‘その死亡 

時までのもの）。 

3．出生の時に母が日本国民であ (3外国の方式により父母が婚姻 

ったこと し、その婚姻が母の戸籍に記 

載されていない場合は、婚姻 

を証明する書面 

「一薦蒸 i (HI 

L2019ff!)ににー豊讐讐黒ー‘ 

人
 

昭和61年度学生募集 
県農業大学校 

レ修業年限 普通科、専攻科共各 2年 

レ募集人員 普通科 35人 専攻科 若干名 

レ受験資格 

普通科（1〕高等学校を卒業した人又は61年 3月31日 

までに卒業する見込みの人 （2）高等学校を卒業した人 

と同等以上の学力を有すると知事が認めた人 

専攻科（1）県農業大学校普通科及び農業短期大学を 

卒業した人又は61年 3月31日までに卒業する見込みの 

人 （2〕上記と同等以上の学力を有すると知事が認めた 

その他詳しいことは、県農業大学校（n0172⑩4315 
番 黒石市境松1丁目1番地）へお問い合わせくださ

い o 

昭和61年度学生募集 
県営農大学校 

ン修業年限 畑作園芸、果樹、畜産の各課程共 2 年

レ募集人員 畑作園芸 25人、果樹 25人、畜産 20 

人 

レ受験資格 高等学校を卒業した人、又は61年 3月卒

業見込みの人、また前項と同等の知識及び能力を有す

ると知事が認めた人 

ン受付期間 昭和61年1月20日～2月 5日（郵送の場

合は、昭和60年 2月 5日までの消印のあるものは有効） 

その他詳しいことは、県営農大学校（廿0176 - ⑨一 

3111) 〒 039-25 上北郡七戸町字大沢48 一 8へお間

い合わせください 
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麟麟麟難響難鱒需輝 

巴蹄輝騒鷲難峯~融！“面 
いよいよ文化祭の季節となりました。市の文化団体による 

総合発表会がありますので、ご家族おそろいでおいでドさい。 

市文化振興 会議 

時 	間 会 	場 行 	 事 団 体 名 

10月27日 10:00- 中央公民館 第22回県ド川柳大会 川柳岩木吟社 

10月29日 18:30-21:00 中央公民館 謡 	曲 	大 	会 五所川原宝生会 

10月30日 

-'--11月 3日 9:OO-16:00 中央公民館 菊 花 展 示 会 Ii所川原晩香会 

11)1 2 UI 
~11月 3日 

9:oo~is:oo 中央公民館 

書 道 展 示 会 五所川原書道会 

盆 栽 展 示 会 五所川原盆栽会 

盤 景 展 示 会 五所川原紫操会 

絵 画 展 示 会 

五
 
《
 
原

一

所チ
 
”
ャ
 

チ
 

！
一
 

レ
 
ム

云
 

光 	彩 	会 

紙細工作品展示会 紙細工研究会 

老人クラブ 
趣味作品展示会 

市老人 
クラブ連合会 

華 道 展 示 会 

華 道 池 の 坊 

華 道 遠 州 流 

華 道 小 原 流 

1111 3 日 9:OOへ.16:oo 中央公民館 市 	民 	茶 	会 

茶道 表 千 家 

茶 道 裏 千 家 

茶 道 遠 州 流 

茶道江戸千家 

ll月 3日 

9:4o-_-lo:2o 

中央公民館 

事曲（琴〕発表会 木 の 実 会 

io:2s~ii :25 民謡手踊発表会 津軽三味線滝栄会 

ii: 30~ 12 : 30 筆曲（琴）発表会 松 	葉 	会 

12:35-13:35 津軽三味線発表会 五所川原民謡協会 

13 :40-14 :40 詩 吟 発 表 会 五所川原吟詠会 

14 :45-16 :05 日本舞踊発表会 綾 	扇 	会 

1111 4 日 io:oo- 市民文化会館 第25回県下俳句大会 五所川原俳句会 

1111 411 13:Oo-16:oo 中央公民館 市内文化碑めぐり 若山牧水歌碑他 

11月10日 10:00~ 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

1111 1711 9:00~ 17 :00 中央公民館 第25回県下短歌大会 Ii所川原短歌会 

1211 7日 18:30~ 市民文化会館 合唱 団 発表会 五所川原合唱団 

さ
い
。
 

短
 
歌
 

・
 

‘
  

津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
丘
所
肌
原
支
部
 

、
  

筋
が
短
絡
誇
張
の
個
所
な
ど
更
に
楽
し
初
秋
の
警
夜
読
t
 

三
国
志
 

大
沢
 
寿
夫

廃
村
の
古
家
の
軒
に
雨
宿
る
燕

の
巣
藁
垂
れ
て
揺
れ
お
り
 

村
田
 
き
え

白
壁
に
障
子
戸
め
ぐ
ら
す
堰
奉
行
の
平
山
邸
に
秋
日
ゆ
た
 

け
し
 

大
沢
 
頼
枝

極
楽
と
言
わ
ん
声
か
も
タ
暮
の
湯
ぶ
ね
に
ひ
た
り
歌
う
七

絶
 

崎
野
 
清
蔵

群
1
1な
し
て
岩
木
川
原
を
飛

ぶ
ト
ン
ボ
あ
と
い
く
ば
く
の

秋
楽
し
め
ょ
 

大
沢
 
良
信
 

本
年
は
、
明
治
ニ
ト
三
年
L
 

月
に
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
国
民
が
初
め

て
国
政
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
9
5周
年
、
大
正
十
四

年
五
月
に
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙

法
が
公
布
さ
れ
、
二
十
五
才
以

ト
の
男
子
に
よ
る
普
通
選
挙
制

度
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
6
0周
年
、
 

昭
和
】
上
十
年
十二
月
に
衆
議
院

議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
婦
 
 

人
に
参
政
権
が
賦
与
さ
れ
て
か
 

ら
4
0周
年
に
当
た
る
極
め
て
意

義
深
い
年
で
す
。
国
民
参
政
9
5
 

周
年

・
普
選
6
0周
年

・
婦
人
参
 

政
4
0周
年
記
念
会
で
は
そ
れ
を

記
念
し
、
記
念
作
文
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

▽
ー
ア
ー
マ
 

〇
参
政
権
の
拡
張
の
歩
み
に
つ

い
て
 

〇
政
治
参
加
と
し
て
の
選
挙
の
 
 

意
義
 

〇
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た

感
想
 

〇
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た

め
に
 

〇
投
票
率
の
低
ド
の
解
決
策

▽
応
募
枚
数
 
四
〇
〇
字
詰
原

稿
用
紙
六
枚
以
E
ト
枚
以
内
。
 

▽
締
切
期
日
 
十

一
月
三
十
日
 

（当
日
消
印
有
効
）
 

▽
送
り
先
 
県
選
挙
管
理
委
員

会
 
そ
の
他
不
明
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
県
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
間
い
八
日
わ
せ
下
さ
い
。
 
 

▽
募
集
人
員
 
機
械
シ
ス
テ
ム
 

4
0人
、
電
子
2
0人
、
建
築
設
備
 

2
0人
、
修
業
年
限
二
年
で
男
女

を
問
わ
な
い
。
 

▽
応
募
資
格
 
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
を
し
た

人

（昭
和
六
十
一
年
三
月
卒
業

見
込
の
者
を
含
む
）
ま
た
は
、
 

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 
 

▽
受
付
期
間
 
昭
和
六
十

一
年

二
月
一
日
用
ー
二
月
二
十
日
困

受
付
時
間
は
、
日
曜
、
祝
日
を

徐
く
上
ー
」刊
九
止
けみ笠
・
ら
土
ー
妾
羽
止
け

ま
で
c
た
だ
し
封
土
曜

目
は
正

午
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
場
合
は

昭
和
六
十

一
年
二
月
二
十
日
必

着
の
こ
と
。
 

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
J
青
、
 

森
職
業
訓
練
短
期
大
学
楼
、
学
し
俸

生
課
云

〇
一
七
三
1
1⑩
三

一

〇
一
 
〒
〇
三
七
五
所
川
原
市

飯
詰
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
 

鳥
影
 

ご
参
加
く
だ
さ
い
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

で
は
、
次
に
よ
り
市
内
文
化
碑

め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
ト

ー
月
四
日
 
出
発

午
後
一
時
 
帰
着
午
後
四
時

▽
集
合
場
所
 
市
中
央
公
民
館

▽
参
加
料
 
無
料
（専
用
バ
ス
）
 

』
▽
見
学
コ
ー
ス
 
①
加
藤
東

能
 

、
歌
碑
 
②
和
甫
山
蘭
歌
碑
 
③
 

L
原
げ
ん
と
音
楽
碑
 
（
」（
）内
海

草
披
句
碑
 
⑤
八
木
隆
一

郎
歌

碑
 
⑥
若
山
牧
水
歌
碑
 
、

‘
 

昭
和
6
1年
度
青
森
職
業

訓
練
短
期
大
学
生
募
集
 

<
 
 

《
 

戸
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